	第5回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：磯沼・清水

	講義内容：身体拘束　　　　　　　　　講師：杉澤　八重子

	日　　時：平成20年8月18・19日（2日間）　17：30～18：30

	場　　所：南山苑４Ｆ　苑長室

	内　　容：①身体拘束とは？

　　　　　②身体拘束の問題性

　　　　　③魔の三大ロック

　　　　　④拘束廃止に向けてのポイント

　　　　　⑤身体拘束禁止規定

　　　　　⑥まとめ

※パワーポイント参照

　　　　参加対象者　　　78名
　　　　　　　　　当日参加者　　　48名
　　　　　　　　　当日業務者　　　4名
　　　　　　　　　※参加率＝当日参加者÷参加対象者＝61.5％
アンケート提出者　48名（収率100　％）

· アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･45名

· 楽しかった･･･　　1名

· 難しかった･･･　　2名

· つまらなかった･･･0名

· 無回答･･･　　　　0名

(重複回答あり)

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· スピーチロックは、無意識にすると思いました。

· 自分の家でも習った事が約立っていると思いました。

・　身体拘束取り組む事が大事だと思いました。

· 魔の3大ロックの恐ろしいものだと思いました。

· 拘束によるメリット・デメリットを理解する事が大切だと思いました。

· 身体拘束は必ずしも認められないものではないことだと思いました。

· 日々の業務に気を付けようと思いました。

· 身体拘束の必要性の確認をする事が大切だと思いました。

· ケアのあり方を考えようと思いました。

· なぜから始める事が大切だと思いました。

· 拘束をしたときに相手の気持ちが分かりどうしていかなくてはならないのかが分かりました。

· 拘束が与える悪循環、拘束廃止に向けてのポイントが分かりました。

· 身体拘束を行なわなくても良いケアに取り組んでいきたいと思いました。

· 拘束にも種類があるという事が分かりました。

· 待って下さい。の一言で拘束になってしまう事が分かりました。

· しっばたりする事だけが拘束ではない事が分かりました。

3． 質問したいこと

· 南山苑で拘束となる実際のケースはありますか？

· 実際拘束をして家族から同意を得ている人はいますか？

· 南山苑のベッド柵は両方立てると拘束になりますか？

４．今後のテーマの希望

・拘束をしないでも安全にできる介護。

５．感想等

· 苑でも拘束をやらないようにしているが、気が付かないうちにスピークロックは私もやっているので反省しました。

· なぜという事を考えることをとめずに取り組んでいきたいと思いました。

· 身体拘束についていつも意識して仕事に取り組んでいく必要があると思いました。

· 身体拘束をせずに介護出来ればいいが、現実的に難しいと思いますしかし、諦めず努力して行く事が大事だと感じました。

· 家族や本人とのコミュにケーションが必要と思いました。

· 南山苑で実際拘束を行なったケースなど紹介してもらうともっとわかりやすいと思ったし、今後につながると思いました。

· 拘束にあたるケアをしている可能性がある為、今後も気をつけたいと思いました。

· 言葉遣いに気を付けたいと思いました。

· 拘束は、場合によってはいいのだという事が分かりました。

· 拘束の考え方について思い知らされました。

· 利用者様が、生き生きした生活が送れるようにして生きたいです。

· よく考えてケアの質を向上させていきたいと思いました。

· 身体拘束の起こらないポイントはどういう事か勉強になりました。

· 少しの言葉でも、身体拘束にあたるので、気をつけていきたいです。

· けして、上から目線で行動してはいけないと思いました。

· 1つ1つのケアに対して考えながら行なわなければならないと思いました。

· より良いケアを提供していきたいと思いました。

· 拘束について改めてたくさんの事が学べてよかったです。

· 今、ミトンをつけている利用者様も今後外していけたらと思いました。

· 減算もあるので、とても大切だと思いました。

· 身動きを封じるのも、拘束にあたるが「ちょっと待って下さい。」と言う言葉も何回も言っていたと思います。スタッフと話し合い、行動障害の対応を考えていきたいと思いました。

· 患者様の人権を大切にしていきたいと思いました。

６．今回の研修の反省点と今後の対策

研修当日の反省点は特にありませんでしたが、事前の出席表への記入がまだ完全ではないため、各部署で呼びかけをしてもらう。
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